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女
性
の
体
に
は
月
経
期
・
卵
胞
期
・
排

卵
期
・
黄
体
期
と
い
う
４
つ
の
周
期
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
に
は
脳
と
卵
巣
、

子
宮
の
３
つ
の
器
官
が
か
か
わ
り
、
そ
の

連
携
を
支
え
て
い
る
の
が
女
性
ホ
ル
モ
ン

で
す
。

　

脳
の
視
床
下
部
か
ら
ホ
ル
モ
ン
の
司
令

塔
で
あ
る
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
放
出
ホ
ル

モ
ン
（
G
n
R
H
）
が
分
泌
さ
れ
る
と
、

下
垂
体
か
ら
卵
胞
の
成
長
を
う
な
が
す
卵

胞
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
F
S
H
）
が
分
泌
さ

れ
、
卵
巣
で
卵
胞
が
成
長
し
ま
す
。
卵
胞

が
大
き
く
な
る
と
卵
胞
か
ら
黄
体
ホ
ル
モ

ン
（
Ｌ
Ｈ
）
が
分
泌
さ
れ
て
排
卵
が
起
こ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
排
卵
後
に
分
泌
さ
れ

る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
）
と

排
卵
や
妊
娠
の
成
立
に

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
活
躍

「脳と子宮はつながっている」といわれ、月経や排卵、妊娠の成立には脳、卵巣、子宮と、３つ
の器官をつなぐ女性ホルモンが大きくかかわっています。では女性ホルモンにうまく働いてもら
うためは、どんなことに気をつければいいのでしょうか？　うめだファティリティークリニック
の山下能毅先生に教えていただきました。

特集
学校では

教えてくれない
○○のこと

プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
（
黄
体
ホ
ル
モ
ン
）
に

よ
っ
て
、
受
精
卵
が
着
床
し
や
す
い
子
宮

内
膜
に
整
え
ま
す
。
妊
娠
が
成
立
し
な
い

と
き
は
子
宮
内
膜
が
は
が
れ
、
月
経
と
し

て
体
外
に
出
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
て
毎
月
、

妊
娠
の
た
め
の
準
備
と
リ
セ
ッ
ト
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
状
態
は
思
春
期
、
性

成
熟
期
、
更
年
期
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
な
か

で
も
20
〜
45
歳
の
性
成
熟
期
の
女
性
は
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
が
も
っ
と
も
盛
ん
な

時
期
で
す
が
、
社
会
進
出
な
ど
で
生
活
環

境
の
変
化
や
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
が
ち

で
す
。
生
命
の
維
持
に
大
き
く
か
か
わ
っ

4 年に 1 度の大イベント、アメリカ大統領選挙の行方
が気になります。トランプ大統領が率いる「共和党」？
それとも現時点でバイデン前副大統領とサンダース
上院議員の代表争いが繰り広げられている「民主党」？
日本の政治や経済を考えると、共和党に勝利しても
らったほうが良さそうです。

最近気になること

ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
乱
れ
る
と

不
妊
症
に
つ
な
が
る
症
状
も
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プ
レ
コ
ン
シ
ャ
ス
ケ
ア
で

妊
娠
前
に
不
妊
を
予
防

て
い
る
脳
の
視
床
下
部
や
下
垂
体
は
ス
ト

レ
ス
に
と
て
も
弱
く
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
を
低
下
さ
せ
て
不
調
を
招
い
た
り
、

無
月
経
や
排
卵
障
害
な
ど
不
妊
症
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
月
経
困
難
症
（
機
能
性
・

器
質
性
）
は
月
経
前
や
月
経
中
に
下
腹
痛

な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
2
〜
10
％
女
性
の

Q
O
L
（
生
活
の
質
）
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
生
理

痛
と
よ
ば
れ
る
「
機
能
性
月
経
困
難
症
」

は
黄
体
期
の
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
の
減
少
に

よ
り
、
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
と
い
う
物

質
を
発
生
さ
せ
、
子
宮
を
収
縮
さ
せ
て

痛
み
を
起
こ
し
ま
す
。
治
療
は
低
用
量

ピ
ル
で
排
卵
を
止
め
、
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン

を
減
少
さ
せ
ず
に
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン

を
抑
え
る
方
法
が
有
効
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

を
希
望
さ
れ
る
方
の
な
か
に
は
、
ピ
ル
の

服
用
を
心
配
す
る
方
も
い
ま
す
。
ピ
ル
は

一
時
的
に
卵
巣
を
休
ま
せ
る
た
め
の
も
の

で
、
卵
巣
機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 「
器
質
性
月
経
困
難
症
」は
子
宮
内
膜
症
、

子
宮
線
筋
症
、
子
宮
筋
腫
な
ど
が
原
因

で
起
こ
り
ま
す
。
と
く
に
子
宮
内
膜
症
は

20
〜
30
代
の
女
性
の
約
10
％
に
み
ら
れ
る

疾
患
で
、
近
年
、
女
性
の
出
産
回
数
が
減

り
、
月
経
回
数
が
増
え
る
こ
と
で
か
か
り

や
す
い
現
代
病
で
す
。
卵
巣
腫
瘍
、
不
妊

症
、
痛
み
の
3
つ
の
症
状
が
重
な
っ
て
い

る
た
め
、
治
療
の
優
先
順
位
は
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
子
宮
内
膜
症
の

治
療
よ
り
も
体
外
受
精
を
視
野
に
入
れ
た

不
妊
治
療
を
優
先
し
ま
す
。
卵
巣
腫
瘍
の

手
術
は
卵
巣
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
し
、

低
用
量
ピ
ル
は
痛
み
を
改
善
で
き
て
も
、

妊
孕
能
を
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
で
す
。
ま
た
、
子
宮
内
膜
症
の
治
療
前

に
不
妊
治
療
し
た
人
と
、
治
療
後
に
不
妊

治
療
を
し
た
人
で
は
、
妊
娠
率
は
ほ
ぼ
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
極
端
な
や
せ
や
肥
満
で
も
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
乱
れ
や
す
く
な
り
、

不
妊
症
や
流
産
の
割
合
が
高
く
な
り
ま

す
。
妊
娠
に
適
し
た
B
M
I
（
体
格
指

数
）
は
20
〜
24
で
、
18
・
5
未
満
を
「
や

せ
型
」、
25
以
上
を
「
肥
満
型
」
と
し
て

い
ま
す
。
や
せ
型
の
人
は
女
性
ホ
ル
モ
ン

が
低
下
し
、
無
月
経
に
な
り
や
す
く
、
そ

も
そ
も
妊
娠
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

仮
に
妊
娠
し
て
も
妊
娠
前
や
妊
娠
中
の
低

栄
養
状
態
に
よ
っ
て
、
低
体
重
の
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
た
り
、
成
人
病
の
予
備
軍
に

視床下部

脳下垂体

卵巣

子宮内膜

卵胞ホルモン
（エストロゲン）

黄体ホルモン
（プロゲステロン）

卵胞刺激ホルモ
ン（FSH）

黄体化ホルモン
（LH）

性腺刺激ホルモン
放出ホルモン（ GnRH ）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
肥
満
型
の
人
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
が
体
重
に
対
し
て
追
い
つ
か
な
く
な

り
、
過
体
重
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
り
、

妊
娠
高
血
圧
症
候
群
や
妊
娠
糖
尿
病
の
リ

ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
を
う
ま
く
働
か
せ
る
た

め
に
は
、
妊
娠
前
か
ら
適
度
な
体
重
と
体

脂
肪
率
を
維
持
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
「
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」
は
、
将
来
の
妊
娠
に
備

え
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
健
康
を
維
持
し
、
不

妊
症
を
予
防
す
る
考
え
方
で
す
。
当
院
で

は
次
の
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る

・
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
D
な
ど

を
多
く
含
む
食
品
を
と
る

・
禁
煙
す
る

・
良
質
な
睡
眠
を
十
分
と
る

・
適
度
に
運
動
す
る

・
体
を
冷
や
さ
な
い

・
糖
質
の
摂
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
る

・
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う

　

い
ま
す
ぐ
赤
ち
ゃ
ん
を
希
望
さ
れ
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
や
せ
型
や
肥
満
型
の
方
が

妊
娠
後
に
体
質
改
善
に
取
り
組
ん
で
も
、

手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
妊
娠
す
る
前
か
ら
妊
娠
や
出
産
の
正

し
い
知
識
を
も
っ
て
、
い
つ
で
も
赤
ち
ゃ

ん
を
迎
え
ら
れ
る
体
づ
く
り
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
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